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皆様！！
次年度も
よろしくお願いします

認定・専門看護師ワーキンググループ 年間活動報告
メンバー テーマ 今年度の活動

１G
鈴木か、石橋
中村祥、下山、
藤本、中村有、

山田

他分野の専門・認定
看護師間の効果的な
連携・促進ができる

困難事例や事象に対して、お互いがよりよく連携・活動
できるためには院内リソースの把握や共通のツールが
必要だと考えて専門分野別の表を作成しました。

2G
小杉、前川、
鈴木清、大塚、
野崎、齋藤

専門・認定看護師とし
て、相談を受ける能力
が向上する

相談を受ける際により良い応対ができるようにするため、
コンサルテーションの｢導入｣と｢契約｣の段階における重
要項目をチェックリストにして作成しました。

3G
藤巻、成澤、
櫻井、増田、

松永

看護実践の仕組み、
改善や新しい仕組み
の導入時に効果的な
プロセスがわかる

【J.Pコッターの組織変革の8段階モデル】に沿って、褥
瘡対策の事例をもとに、話し合いを重ねていきました。
認定・専門看護師として、いつ・誰に・どのように働きか
けるべきなのかを検討して、「褥瘡対策への道のり」マッ
プを作成中です。

皮膚は誰もが持ち、排泄は誰もが行います。

だからこそ、患者さんや家族が抱える悩みや問題は
様々です。特に入院中は治療や疾患自体の影響で、
皮膚・排泄のコンディションは刻々と変わり、ケアをす
るスタッフの皆さんも不安や困難を感じることがあると
思います。そんな問題を多職種の皆さんと協力して乗
り越え、チームでケアする喜びや楽しさを共有できたら
と思っています。院内で見かけたら気軽に声をかけて
いただけるとうれしいです。

私は京都橘大学の
教育課程で8か月間学びました！

フットケアの実技演習では、
ケアを受けることで、患者さん
にとってより良いケアとは何か、
改めて考えることができました。

ここ！


